
教科 学年 ３年

１．学習の目標

２．学習計画

３．評価

　（１）内容および方法

市川市立福栄中学校　　令和7年度　学習の指針
技術科

技術の見方・考え方を働かせ、栽培やパソコン操作の基礎などの技術に関する実践的・体験的な活動を通して、よりよ
い生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する力を身に付ける。

学習内容 学習のねらい

後期

生物育成の技術
・作物の栽培
情報の技術
・ネットワークを利用した双方向性
のあるコンテンツのプログラミング

・作物の成長について科学的な原理・法則について理解す
ること。
・生物の育成環境を調整する方法などの基礎的な技術の
仕組みを理解すること。
・安全・適切な栽培、検査などができる技能を身につけるこ
と。
・情報の表現、記録、計算、通信などについて科学的な原
理・法則の理解すること。
・情報のデジタル化や処理の自動化、システム化、情報セ
キュリティなどに関わる基礎的な技術を身につけること。
・自分なりの考え方やとらえかたによって、解決策を構想し
ようとすること。
・自らの問題解決とその過程を振り返り、より良いものとな
るよう改善・修正しようとすること。

評価の内容 評価の方法

③主体的に学習に取り組む態度

・課題の解決に取り組もうとしている。
・生活を工夫し、創造し、実践しようとしている。
【オンライン参加の場合】
・課題の解決に取り組もうとしている。
・生活を工夫し、創造し、実践しようとしている。

・提出物の記述内容
・授業内の学習活動全般
【オンライン参加の場合】
・提出物の記述内容
・リモートの学習活動全般

①知識・技能

・学習内容について理解している。
・PC環境を安全に取り扱うことができ、作業に
適した基礎的な作業ができる。
【オンライン参加の場合】
・学習内容について理解している
・PC環境を安全に取り扱うことができ、作業に
適した基礎的な作業ができる。

・定期試験
・授業内での小テスト
・課題の進捗状況
【オンライン参加の場合】
・定期試験
・授業内での小テスト
・課題の進捗状況

②思考・判断・表現

・日常生活と関連付け、課題とその解決方法に
ついて考え、工夫している。
【オンライン参加の場合】
・日常生活と関連付け、課題とその解決方法に
ついて考え、工夫している。

・提出物の記述内容
・課題の構成
【オンライン参加の場合】
・提出物の記述内容
・課題の構成



　（２）観点と評価の関係

４．教科に関するアドバイス

学習活動を通して、情報社会による自立に必要な基礎的・基本的な知識と技術の習得を目指しましょう。
　また、日常生活と関連付けながら学習し、これからの生活に課題をもって、よりよく生活するにはどうしたらよいか考え、
工夫しましょう。

＜評価の注意事項＞
　技術科の授業では、知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む
態度を総合的に評価します。各観点において、とても満足できる場合
Ａ、満足できる場合Ｂ、努力を要する場合Ｃ、各観点の評価をもとに評定
を決定します。授業への積極的な取り組みと課題の内容、授業内の技
能テスト、小テストなどに全力で取り組んだ結果が最終的な評価となり
ます。基本的に授業で取り扱うもの全てが評価の参考資料となることを
念頭に置き、普段の授業を大切にしましょう。
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